
               

「
南
方
閑
話
」
版 

正
規
表
現
版 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
人
柱
の
話
」 

   
 

 
 

 

（
完
全
原
文
そ
の
ま
ま
の
電
子
化
で
、
一
部
を
除
き
、
注
も
附
し
て
い
な
い
：
藪
野
直
史
） 

            



［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
： 

「
南
方
閑
話
」
は
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
二
月
に
坂
本
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。 

 

底
本
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
本
画
像
を
視
認
し
た
（
リ
ン
ク
は
表
紙
。
猿

二
匹
を
草
本
の
中
に
描
い
た
白
抜
き
の
版
画
様
イ
ラ
ス
ト
。
本
登
録
を
し
な
い
と
見
ら
れ
な
い
）
。
画
像

も
そ
こ
か
ら
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
（
そ
の
都
度
、
引
用
元
を
示
す
）
。
但
し
、
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
、
サ
イ

ト
「
私
設
万
葉
文
庫
」
に
あ
る
、
電
子
テ
ク
ス
ト
（
底
本
は
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
全
集
」
第
二
巻
（
南
方

閑
話
・
南
方
随
筆
・
続
南
方
随
筆
）
一
九
七
一
年
刊
）
を
加
工
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と

し
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
疑
問
箇
所
は
所
持
す
る
平
凡
社
「
南
方
熊
楠
選
集
３
」
の
「
南
方
閑

話 

南
方
随
筆
」
（
一
九
八
四
年
刊
・
新
字
新
仮
名
）
そ
の
他
（
必
要
な
場
合
は
参
考
対
象
を
必
ず
示
す
）

で
校
合
し
た
。
今
回
分
は
こ
こ
か
ら
。 

 

な
お
、
私
は
、
本
「
人
柱
の
話
」
は
、
発
展
的
決
定
稿
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る 

「
續
南
方
隨
筆
」
版
を
ブ
ロ
グ
版
で
全
六
回
で
完
遂 

し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
、
先
行
し
て
、
古
く
に 

「
選
集
」
版
を
底
本
に
し
た
サ
イ
ト
版
「
人
柱
の
話
」（
新
字
新
仮
名
）
を
電
子
化
し
て
お
り
（「
徳
川
家
と

外
国
医
者
」
と
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
版
） 

を
、
さ
ら
に
は
、 

『「
人
柱
の
話
」（
上
）・（
下
） 

南
方
熊
楠 

（
平
凡
社
版
全
集
未
収
録
作
品
）』 

も
、
そ
の
後
に
電
子
化
し
て
い
る
。
そ
の
関
係
上
、
こ
の
際
、
初
期
決
定
稿
の
一
つ
と
し
て
、
本
書
の
も
の

も
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
南
方
熊
楠
の
「
人
柱
の
話
」
思
考
過
程
の
全
貌
を
見
渡
せ
る
も
の
と
し
た
く
思
い
、

性
懲
り
も
な
く
電
子
化
注
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

但
し
、
本
篇
の
場
合
は
、
以
上
の
通
り
で
、
特
に
「
續
南
方
隨
筆
」
版
の
ブ
ロ
グ
版
（
六
分
割
）
で
、
さ

ん
ざ
ん
、
読
み
や
注
を
附
し
た
関
係
上
、
特
異
的
に
、
今
回
は
、
読
み
の
追
加
や
記
号
挿
入
、
さ
ら
に
は
、

注
等
は
一
切
附
さ
ず
、
原
本
に
忠
実
に
電
子
化
し
て
、
他
と
本
書
で
単
行
本
初
出
と
な
っ
た
同
論
文
と
、
以

上
の
後
発
版
と
の
差
異
を
明
確
に
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
踊
り
字
「
〱
」
は
生
理
的
に
厭
な
の

で
、
正
字
或
い
は
「
々
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
結
果
し
て
、
南
方
熊
楠
の
文
章
が
如
何
に
読
み
難
い
か
を
は

っ
き
り
と
示
す
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
マ
マ
注
記
も
、
原
則
、
打
た
な
い
。
但
し
、
今
回
、
再
々
読
し

て
み
て
、
明
ら
か
に
躓
く
（
違
和
感
が
あ
る
）
箇
所
に
は
例
外
と
し
て
注
を
入
れ
た
）
。
歴
史
的
仮
名
遣
や
、

漢
字
の
誤
記
は
勿
論
、
書
誌
情
報
の
記
載
等
に
い
さ
さ
か
不
審
な
部
分
が
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら

も
、
無
批
判
に
そ
の
ま
ま
と
し
て
あ
る
。
さ
れ
ば
、
不
審
箇
所
は
、
決
定
稿
で
あ
る
ブ
ロ
グ
版
（
六
分
割
）

の
本
文
及
び
私
の
注
、
或
い
は
読
み
は
編
者
に
よ
っ
て
補
訂
さ
れ
た
「
人
柱
の
話
」
（
新
字
新
仮
名
）
で
、

概
ね
は
、
明
白
に
な
る
。
そ
れ
ら
で
も
不
審
な
箇
所
は
、
初
出
に
当
っ
て
み
る
以
外
に
方
は
な
い
の
だ
が
、

初
出
誌
（
大
正
十
四
年
九
月
『
變
態
心
理
』
十
六
巻
三
号
）
は
ネ
ッ
ト
上
で
は
視
認
出
来
な
い
の
で
、
不
可

能
で
あ
る
。
悪
し
か
ら
ず
。 

 

な
お
、
人
柱
を
近
世
以
前
の
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
私
の
ブ
ロ
グ
の
、 

「
明
治
６
年
横
浜
弁
天
橋
の
人
柱
」 

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

https://dl.ndl.go.jp/pid/1881296/1/1
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
https://dl.ndl.go.jp/pid/1881296/1/36
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
http://yab.o.oo7.jp/hito.html
http://yab.o.oo7.jp/hito.html
http://yab.o.oo7.jp/hitopro.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/cat6375957/index.html
http://yab.o.oo7.jp/hito.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2007/01/post_cd40.html


 

本
篇
は
ブ
ロ
グ
・
カ
テ
ゴ
リ
「
南
方
熊
楠
」
で
電
子
化
し
た
も
の
を
、
縦
書
PDF
版
と
し
て
成
形
し
た
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
異
稿
類
は
総
て
が
横
書
だ
か
ら
で
あ
る
。］ 
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一 

 

建
築
土
工
等
を
固
め
る
た
め
人
柱
を
立
て
る
事
は
、
今
も
或
る
蕃
族
に
行
な
は
れ
其
傳
說
や
古
蹟
は
文

明
諸
國
に
少
な
か
ら
ぬ
。
例
せ
ば
印
度
の
土
蕃
が
現
時
も
之
を
行
な
ふ
由
時
々
新
聞
に
み
え
、
ボ
ム
パ
ス

の
サ
ン
タ
ル
パ
ー
ガ
ナ
ス
口
碑
集
に
王
が
婿
の
强
き
を
忌
ん
で
、
畜
類
を
供
え
て
も
水
が
湧
か
ぬ
涸
池
の

中
に
乘
馬
の
ま
ゝ
婿
を
立
せ
る
と
流
石
は
勇
士
で
、
水
が
湧
い
て
も
退
か
ず
、
馬
の
膝
迄
き
た
、
吾
が
膝

ま
で
き
た
、
背
迄
き
た
と
唄
ひ
乍
ら
、
彌
々
水
に
沒
し
た
。
其
跡
を
追
つ
て
妻
も
亦
其
池
に
沈
ん
だ
話
が

あ
る
。
源
平
盛
衰
記
に
も
又
淸
盛
が
經
の
島
を
築
く
時
白
馬
白
鞍
に
童
を
一
人
の
せ
て
人
柱
に
入
れ
た
と

あ
れ
ば
乘
馬
の
儘
の
人
柱
も
有
つ
た
ら
し
い
。
但
し
平
家
物
語
に
は
、
人
柱
を
立
て
よ
う
と
議
し
た
が
罪

業
を
畏
れ
一
切
經
を
石
の
面
に
書
い
て
築
い
た
か
ら
經
の
島
と
名
づ
け
た
と
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
、
行
空
け
の
前
ま
で
は
、
底
本
で
は
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。
こ
れ
は
南

方
熊
楠
が
よ
く
や
る
、
前
の
文
章
に
対
す
る
附
記
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。］ 

 

今
少
し
印
度
の
例
を
擧
げ
る
と
、
マ
ド
ラ
ス
の
一
砦
は
建
築
の
時
娘
一
人
を
壁
に
築
き
込
ん
だ
。
チ
ユ

ナ
ー
ル
の
一
橋
は
何
度
か
け
て
も
落
ち
た
か
ら
、
梵
種
の
娘
を
其
地
神
に
牲
に
し
、
其
れ
が
マ
リ
ー
乃
ち

其
處
の
靈
と
成
り
凶
事
あ
る
每
に
祭
ら
れ
る
。
カ
ー
チ
ア
ワ
ー
ル
で
は
城
を
築
い
た
り
塔
が
傾
い
た
り
池

を
掘
る
も
水
が
溜
ら
ぬ
時
人
を
牲
に
し
た
。
シ
カ
ン
ダ
ー
ル
ブ
ー
ル
砦
を
立
て
た
時
梵
種
一
人
と
ズ
サ
ー

ド
族
の
娘
一
人
を
牲
に
し
た
。
ボ
ム
ペ
イ
の
ワ
ダ
ラ
池
に
水
が
溜
ら
な
ん
だ
時
村
長
の
娘
を
牲
に
し
て
水

が
溜
つ
た
。
シ
ヨ
ル
マ
ツ
ト
砦
建
立
の
際
一
方
の
壁
が
繰
返
し
落
ち
た
の
で
或
初
生
の
兒
を
生
埋
す
る
と

最
早
落
ち
な
ん
だ
と
い
ふ
。
近
頃
も
人
口
調
査
を
行
ふ
每
に
僻
地
の
民
は
是
は
橋
等
の
人
柱
に
立
て
る
人

を
撰
ぶ
爲
め
だ
と
騷
ぎ
立
つ
。
河
畔
の
村
人
は
橋
が
架
け
ら
る
ゝ
每
に
嬰
兒
を
人
柱
に
取
ら
れ
る
と
驚
惶

す
る
（
一
八
九
六
年
板
、
ク
ル
ツ
ク
の
北
印
度
俗
宗
及
俚
俗
二
卷
頁
一
四
。
一
九
一
六
年
板
ホ
ワ
イ
ト
ヘ

ツ
ド
南
印
度
村
神
誌
六
〇
頁
六
）
。
パ
ン
ジ
ヤ
ブ
の
シ
ア
ル
コ
ツ
ト
砦
を
築
く
に
東
南
の
稜
堡
が
幾
度
も

崩
れ
た
の
で
、
占
者
の
言
に
據
り
寡
婦
の
獨
り
子
の
男
兒
を
牲
に
し
た
。
ビ
ル
マ
に
は
マ
ン
ダ
レ
イ
の
諸

門
の
下
に
人
牲
を
埋
め
て
守
護
と
し
、
タ
ツ
ン
砦
下
に
一
勇
士
の
屍
を
分
ち
埋
め
て
其
砦
を
難
攻
不
落
に

し
、
甚
し
き
は
土
堤
を
固
め
ん
爲
め
皇
后
を
池
に
沈
め
た
。
一
七
八
〇
年
頃
タ
ヴ
オ
イ
市
が
創
立
さ
れ
た

時
、
諸
門
を
建
る
に
一
柱
每
の
穴
に
罪
囚
一
人
を
入
れ
、
上
よ
り
柱
を
突
込
ん
だ
故
四
方
へ
鮮
血
が
飛
び

散
つ
た
。
其
靈
が
不
斷
其
柱
の
邊
に
さ
ま
よ
ひ
近
付
く
者
を
害
す
る
よ
り
全
市
を
無
事
に
す
と
信
ぜ
ら
れ



た
の
だ
（
タ
イ
ラ
ー
原
始
人
文
篇
、
二
板
一
卷
、
一
〇
七
頁
。
バ
ル
フ
オ
ー
ル
印
度
百
科
全
書
三
板
四
七
八
頁
）
。 

  

支
那
に
は
春
秋
時
代
吳
王
闔
閭
の
女
藤
王
が
す
て
き
な
癇
癪
持
ち
で
、
王
が
食
ひ
殘
し
た
魚
を
く
れ
た

と
怒
つ
て
自
殺
し
た
。
王
之
を
痛
み
、
大
き
な
冢
を
作
っ
て
、
金
鼎
玉
杯
銀
樽
等
の
寶
と
共
に
葬
り
、
又

吳
の
市
中
に
白
鶴
を
舞
は
し
萬
民
が
觀
に
來
た
と
こ
ろ
、
其
男
女
を
し
て
鶴
と
共
に
家
の
門
に
入
ら
し
め

機
を
發
し
て
掩
殺
し
た
（
吳
越
春
秋
二
。
越
絕
書
二
）
。
生
を
殺
し
て
以
て
死
に
送
る
國
人
之
を
非
と
す
る
と
あ
る
か

ら
無
理
に
殉
殺
し
た
の
だ
が
、
多
少
は
冢
を
堅
固
に
す
る
意
も
有
つ
た
ら
う
。
史
記
の
滑
稽
列
傳
に
見
え

た
魏
の
文
侯
の
時
、
鄴
の
巫
が
好
女
を
撰
ん
で
河
伯
の
妻
と
し
て
水
に
沈
め
洪
水
の
豫
防
と
し
た
は
事
頗

る
人
柱
に
近
い
。
ず
つ
と
後
に
唐
の
郭
子
儀
が
河
中
を
鎭
し
た
時
、
水
患
を
止
め
て
吳
れ
た
ら
自
分
の
娘

を
妻
に
奉
る
と
河
伯
に
禱
る
と
水
が
退
い
た
。
扨
程
な
く
其
娘
が
疾
ひ
な
し
に
死
ん
だ
。
其
骨
で
人
形
を

作
り
廟
に
祀
つ
た
。
所
の
者
子
儀
を
德
と
し
之
を
祠
り
河
瀆
親
家
翁
乃
ち
河
神
の
舅
さ
ま
と
名
づ
け
た
。

現
に
水
に
沈
め
ず
と
も
水
神
に
祀
ら
れ
た
女
は
久
し
か
ら
ぬ
内
に
死
す
る
と
信
じ
た
の
だ
。
又
漢
の
武
帝

は
黃
河
の
水
が
瓠
子
の
堤
防
を
切
つ
た
時
、
卒
數
萬
人
を
發
し
て
之
を
塞
が
し
め
た
の
み
か
、
自
ら
臨
ん

で
白
馬
玉
璧
を
堤
の
切
れ
た
處
に
置
か
し
め
た
が
奏
功
せ
ず
。
漢
の
王
尊
東
郡
太
守
た
り
し
時
も
此
堤
が

切
れ
た
。
尊
自
ら
更
民
を
率
ひ
白
馬
を
沈
め
珪
璧
を
執
り
巫
を
し
て
祝
し
請
は
し
め
自
身
を
其
堤
に
埋
め

ん
と
し
た
。
至
つ
て
貴
い
白
馬
や
玉
璧
を
人
柱
代
り
に
入
れ
て
も
き
か
ぬ
故
太
守
自
ら
人
柱
に
立
た
ん
と

し
た
。
本
邦
に
も
、
經
の
島
人
柱
の
外
に
陸
中
の
松
崎
村
で
白
馬
に
乘
つ
た
男
を
人
柱
に
し
、
そ
の
妻
と

も
に
水
死
し
た
話
が
あ
る
（
人
類
學
雜
誌
三
三
卷
一
號
、
伊
能
嘉
矩
君
の
說
）
。
江
州
淺
井
郡
の
馬
川
は

洪
水
の
時
白
馬
現
じ
て
往
來
人
を
惱
ま
す
。
是
は
本
文
に
述
べ
た
白
馬
に
人
を
乘
せ
、
若
く
は
白
馬
を
人

の
代
り
に
沈
め
た
故
事
が
忘
れ
ら
れ
て
馬
の
幽
靈
て
ふ
迷
信
ば
か
り
殘
つ
た
と
見
え
る
。
其
か
ら
大
夏
の

赫
連
勃
々
が
叱
干
阿
利
を
し
て
城
を
築
か
し
め
る
と
、
此
者
工
事
は
上
手
だ
が
至
つ
て
殘
忍
で
土
を
蒸
し

て
城
を
築
き
、
錐
で
も
み
た
め
し
て
一
寸
入
れ
ば
す
ぐ
其
處
の
擔
當
者
を
殺
し
、
其
屍
を
築
き
込
ん
だ
。

か
く
て
築
き
立
て
た
寧
夏
城
は
鐵
石
程
堅
く
、
明
の
哱
拜
の
亂
に
官
軍
が
三
月
餘
り
圍
ん
で
水
攻
め
迄
し

た
が
内
變
な
き
間
は
拔
け
な
ん
だ
。
ア
イ
ユ
ラ
ン
ド
の
バ
リ
ポ
ー
ル
ト
リ
ー
城
を
デ
ー
ン
人
が
建
た
時
、

四
方
か
ら
工
夫
を
集
め
日
夜
休
み
な
し
物
食
は
ず
に
苦
役
せ
し
め
、
仆
る
れ
ば
壁
上
に
其
體
を
な
げ
か
け

其
上
に
壁
を
築
か
し
め
た
。
後
ち
土
民
が
デ
ー
ン
人
を
追
拂
ふ
た
時
、
此
城
が
最
後
に
落
ち
父
子
三
人
の

み
生
き
て
囚
は
れ
た
。
一
同
直
ち
に
殺
さ
う
と
言
つ
た
が
一
人
勸
め
て
之
を
助
命
し
、
其
代
り
ア
イ
リ
ツ

シ
ユ
人
が
常
に
羨
や
む
デ
ー
ン
人
特
長
の
ヘ
ザ
ー
木
か
ら
美
酒
を
造
る
祕
訣
を
傳
へ
よ
と
言
ふ
た
。
初
め

は
中
々
聽
き
入
れ
な
ん
だ
が
、
と
う
と
う
承
引
し
て
、
去
ら
ば
傳
え
へ
よ
う
、
だ
が
吾
れ
歸
國
し
て
後
ち

此
事
が
泄
れ
た
ら
屹
度
殺
さ
る
ゝ
か
ら
只
今
眼
前
に
此
二
子
を
殺
せ
、
其
上
で
祕
訣
を
語
ら
う
と
述
べ
た
。

變
な
望
み
だ
が
一
向
こ
つ
ち
に
損
の
行
か
ぬ
事
と
其
二
子
を
殺
す
と
、
老
父
、
「
阿
房
共
め
、
吾
二
子
年

若
く
て
汝
等
に
說
か
れ
て
心
動
き
、
ど
う
や
ら
秘
訣
を
授
け
さ
う
だ
か
ら
殺
さ
せ
た
、
も
は
や
秘
訣
は
大

丈
夫
洩
る
ゝ
氣
遣
ひ
が
な
い
わ
い
」
と
大
見
得
を
切
つ
た
の
で
ア
イ
リ
ツ
シ
ユ
人
大
い
に
怒
り
其
老
人
を

寸
斷
し
た
が
造
酒
の
秘
法
は
今
に
傳
は
ら
ぬ
さ
う
だ
。
是
等
は
人
屍
を
築
き
込
む
と
城
が
堅
固
だ
と
明
記

は
し
居
ら
ぬ
が
、
左
樣
信
じ
た
れ
ば
こ
そ
築
き
込
ん
だ
の
だ
。
其
信
念
が
堅
か
つ
た
に
由
つ
て
、
極
め
て

よ
く
籠
城
し
た
の
だ
（
琅
邪
代
酔
編
三
三
。
史
記
河
渠
書
。
淵
鑑
類
凾
三
六
、
三
四
〇
及
四
三
三
。
近
江



輿
地
誌
略
八
五
。
五
雜
俎
四
。
一
八
五
九
年
板
、
ノ
ー
ツ
・
エ
ン
ド
・
キ
ー
リ
ー
ス
撰
抄
。
一
〇
一
頁
）
。

予
が
在
英
中
親
交
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
グ
ラ
ス
男
が
ユ
ツ
・
ヘ
ア
・
ケ
て
ふ
占
ひ
書
か
ら
譯
し
た
文
を
タ

イ
ラ
ー
の
原
始
人
文
篇
、
二
板
一
卷
一
〇
七
頁
に
引
い
た
が
「
大
工
が
家
を
建
て
初
め
る
に
、
先
づ
近
處

の
地
と
木
と
の
神
に
牲
を
供
ふ
べ
し
。
其
家
が
倒
れ
ぬ
樣
と
願
は
ゞ
、
柱
を
立
て
る
に
何
か
活
き
た
物
を

下
に
お
き
其
上
に
柱
を
下
す
。
扨
邪
氣
を
除
く
爲
め
斧
で
柱
を
打
ち
つ
ゝ
よ
し
よ
し
此
内
に
住
む
人
々
は

每
も
溫
か
で
食
事
足
る
べ
し
と
唱
へ
る
」
と
あ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

二 

 

日
本
で
最
も
名
高
い
の
は
、
例
の
「
物
を
い
ふ
ま
い
物
ゆ
た
故
に
、
父
は
長
柄
の
人
柱
」
で
、
姑
く
和

漢
三
才
圖
會
に
從
ふ
と
、
初
め
て
此
橋
を
架
け
た
時
水
神
の
爲
に
人
柱
を
入
れ
ね
ば
成
ら
ぬ
と
關
を
垂
水

村
に
構
へ
て
人
を
捕
へ
ん
と
す
。
そ
こ
へ
同
村
の
岩
氏
某
が
き
て
人
柱
に
使
ふ
人
を
袴
に
つ
ぎ
あ
る
も
の

と
き
め
よ
と
差
い
で
た
。
所
が
、
さ
う
い
ふ
汝
こ
そ
袴
に
つ
ぎ
が
あ
る
で
は
無
い
か
と
捕
は
れ
て
忽
ち
人

柱
に
さ
れ
た
。
其
弔
ひ
に
大
願
寺
を
立
て
た
。
岩
民
の
娘
は
河
内
の
禁
野
の
里
に
嫁
し
た
が
、
口
は
禍
ひ

の
本
と
父
に
懲
り
て
啞
で
押
通
し
た
。
夫
は
幾
世
死
ぬ
よ
の
睦
言
も
聞
か
ず
、
姿
有
つ
て
媚
無
き
は
人
形

同
然
と
飽
き
果
て
送
り
返
す
途
中
交
野
の
辻
で
雉
の
鳴
く
を
聞
き
射
に
か
ゝ
る
と
駕
の
内
か
ら
妻
が
朗
ら

か
に
「
物
い
は
じ
父
は
長
柄
の
人
柱
、
鳴
ず
ば
雉
も
射
ら
れ
ざ
ら
ま
し
」
と
よ
ん
だ
。
そ
ん
な
美
聲
を
持

ち
な
が
ら
今
迄
俺
獨
り
浪
語
さ
せ
た
と
憤
る
内
に
も
大
悅
び
で
伴
返
り
、
そ
れ
よ
り
大
聲
揚
げ
て
累
祖
の

位
牌
の
覆
へ
る
も
構
は
ず
ふ
ざ
け
通
し
た
慶
事
の
紀
念
に
雉
子
塚
を
築
き
杉
を
三
本
植
付
け
た
の
が
現
存

す
て
な
事
だ
。
こ
の
類
話
が
外
國
に
も
有
り
埃
及
王
ブ
ー
シ
ー
リ
ス
の
世
に
九
年
の
飢
饉
あ
り
、
キ
プ
ル

ス
人
フ
ラ
シ
ウ
ス
每
年
外
國
生
れ
の
者
一
人
を
牲
に
し
た
ら
よ
い
と
勸
め
た
と
こ
ろ
が
、
自
分
が
外
國
生

れ
故
イ
の
一
番
に
殺
さ
れ
た
由
（
ス
ミ
ス
の
希
羅
人
傳
神
誌
名
彙
卷
一
）
。
左
傳
に
賈
大
夫
が
娶
つ
た
美
妻
が
言
は
ず
笑

は
ず
、
雉
を
射
取
つ
て
見
せ
る
と
忽
ち
物
い
ひ
笑
ふ
た
と
あ
る
（
昭
公
二
十
八
年
）
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
一
段
落
は
先
と
同
じ
く
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

 

攝
陽
群
談
一
二
に
嵯
峨
の
弘
仁
三
年
六
月
岩
氏
人
柱
に
立
つ
た
と
見
え
、
卷
八
に
其
娘
名
は
光
照
前
、

美
容
世
に
勝
れ
て
紅
顏
朝
日
を
嘲
る
ば
か
り
也
と
あ
る
。
今
一
つ
類
話
は
ル
マ
ニ
ア
の
古
い
唄
に
大
工
棟

梁
マ
ヌ
リ
或
る
建
築
に
取
懸
る
前
夜
夢
の
告
げ
に
其
成
就
を
欲
せ
ば
明
朝
一
番
に
其
場
へ
來
る
女
を
人
柱

に
せ
よ
と
、
扨
明
朝
一
番
に
來
合
せ
た
は
マ
ヌ
リ
の
妻
だ
つ
た
の
で
之
を
人
柱
に
立
て
た
と
云
ふ
の
だ
（
一

八
八
九
年
板
ジ
ヨ
ー
ン
ス
と
ク
ロ
ツ
プ
の
マ
ジ
ヤ
ー
ル
俚
譚
、
三
七
七
頁
）
。 

 

大
正
十
四
年
六
月
二
十
五
日
大
阪
每
日
新
聞
に
誰
か
ゞ
橋
や
築
城
に
人
柱
は
聞
か
ぬ
と
い
ふ
樣
に
書
か

れ
た
が
、
井
林
廣
政
氏
か
ら
曾
て
伊
豫
大
洲
の
城
は
立
て
る
時
お
龜
て
ふ
女
を
人
柱
に
し
た
の
で
お
龜
城

と
名
づ
く
と
聞
い
た
。
此
人
は
大
洲
生
れ
の
士
族
な
れ
ば
虛
傳
で
も
無
か
ら
う
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
一
段
落
は
先
と
同
じ
く
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

 

橫
田
傳
松
氏
よ
り
の
來
示
に
大
洲
城
を
龜
の
域
と
呼
ん
だ
の
は
後
世
で
、
古
く
は
比
地
の
城
と
唱
へ
た
。

最
初
築
い
た
時
下
手
の
高
石
垣
が
幾
度
も
崩
れ
て
成
ら
ず
、
領
内
の
美
女
一
人
を
抽
籤
で
人
柱
に
立
て
る

に
決
し
、
オ
ヒ
ヂ
と
名
づ
く
る
娘
が
中
つ
て
生
埋
さ
れ
、
其
よ
り
崩
る
ゝ
事
無
し
。
東
宇
和
郡
多
田
村
關

地
の
池
も
オ
セ
キ
て
ふ
女
を
人
柱
に
入
れ
た
傳
說
あ
り
と
。
氏
は
郡
誌
を
編
ん
だ
人
と
き
く
か
ら
特
に
書



付
け
て
置
く
。 

 

淸
水
兵
三
君
說
（
高
木
敏
雄
氏
の
日
本
傳
說
集
に
載
す
）

に
は
、
雲
州
松
江
城
を
堀
尾
氏
が
築
く
時
成
功
せ
ず
、
每
晚

其
邊
を
美
聲
で
唄
ひ
通
る
娘
を
人
柱
に
し
た
。
今
も
普
門
院
寺
の
傍
を
東
北
を
謠
ひ
な
が
ら
通
れ
ば
必
ず

其
娘
出
て
泣
く
と
。
是
は
、
其
娘
を
弔
ふ
た
寺
で
東
北
を
謠
ふ
最
中
を
捕
は
つ
た
と
で
も
い
ふ
譯
で
あ
ら

う
。
現
に
予
の
宅
の
近
所
の
邸
に
大
き
な
垂
技
松
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
垂
枝
松
」
の
誤
記
或
い
は
誤
植
。
］

あ
り
、
其
下
を
夜
更
け
て
八
島
を
謠
ふ
て
通
る
と
幽
公
が
で
る
。
昔
し
其
邸
の
主
人
が
盲
法
師
に
藝
さ
せ

八
島
を
謠
ふ
所
を
試
し
切
り
に
し
た
其
幽
じ
る
し
の
由
。
い
や
で
す
ぜ
い
や
で
す
ぜ
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
一
段
落
は
先
と
同
じ
く
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

 

英
蘭
と
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
境
部
諸
州
の
俗
信
に
、
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ダ
ン
タ
ー
は
古
城
砦
鐘
樓
土
牢
等
に

あ
る
怪
で
、
不
斷
亞
麻
を
打
ち
石
臼
で
麥
を
つ
く
樣
の
音
を
出
す
。
其
音
が
例
よ
り
長
く
又
高
く
聞
ゆ
る

時
其
所
の
主
人
が
死
又
は
不
幸
に
あ
ふ
。
昔
し
ピ
ク
ト
人
は
是
等
の
建
物
を
作
つ
た
時
土
臺
に
人
血
を
濺

い
だ
か
ら
殺
さ
れ
た
輩
が
形
を
現
ず
る
と
。
後
に
は
人
の
代
り
に
畜
類
を
生
埋
し
て
寺
を
强
固
に
す
る
の

が
基
督
敎
國
に
行
は
れ
た
。
英
國
で
犬
又
は
豚
、
瑞
典
で
綿
羊
抔
で
、
何
れ
も
其
靈
が
墓
場
を
守
る
と
信

じ
た
（
一
八
七
九
年
板
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
北
英
諸
州
俚
俗
二
七
四
頁
）
。
甲
子
夜
話
の
大
坂
城
内
に
現
ず
る
山
伏
、
老
媼
茶
話
の

猪
苗
代
城
の
龜
姬
、
島
原
城
の
大
女
、
姬
路
城
天
守
の
貴
女
等
築
城
の
人
柱
に
立
つ
た
女
の
靈
が
上
に
引

い
た
印
度
の
マ
リ
ー
同
然
所
謂
ヌ
シ
と
成
り
て
其
城
を
鎭
守
し
た
者
ら
し
い
。
ヌ
シ
の
事
は
末
段
に
述
ぶ

る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

三 

 

五
月
十
八
日
（
大
正
十
四
年
）

薨
ぜ
ら
れ
た
德
川
賴
倫
候
は
屢
ば
揮
毫
に
※
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
※
」
は

「
グ
リ
フ
ウ
ィ
キ
」
の
こ
の
字
。
音
「
テ
イ
・
ダ
イ
」
、
意
味
は
「
臥
す
・
臥
せ
る
」
及
び
「
虎
の
寝

息
」
。
］
、
城
倫
と
署
せ
ら
れ
た
。
和
歌
山
域
を
虎
臥
山
竹
垣
域
と
い
ふ
所
へ
漢
の
名
臣
第
五
倫
と
い
ふ
の

と
音
が
似
た
故
の
事
と
思
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
句
点
な
し
は
マ
マ
。
］
そ
ん
な
六
か
し
い
字
は
印
刷
に

困
る
と
諫
言
せ
う
と
思
ふ
た
が
口
か
ら
出
な
ん
だ
。
是
も
お
虎
て
ふ
女
を
人
柱
に
し
た
よ
り
の
山
號
と
か

幼
時
古
老
に
聞
い
て
面
白
か
ら
ず
と
考
へ
た
に
よ
る
。
扨
家
光
將
軍
の
時
日
本
に
在
つ
た
蘭
人
フ
ラ
ン
シ

ス
・
カ
ロ
ン
の
記
に
、
諸
侯
が
城
壁
を
築
く
時
多
少
の
臣
民
が
礎
と
し
て
壁
下
に
敷
か
れ
ん
と
願
ひ
出
る

こ
と
あ
り
。
自
か
ら
好
ん
で
敷
殺
さ
れ
た
人
の
上
に
建
て
た
壁
は
損
ぜ
ぬ
と
信
ず
る
か
ら
で
、
其
人
許
可

を
得
て
礎
の
下
に
掘
つ
た
穴
に
自
ら
橫
は
る
を
重
い
石
を
下
し
て
碎
き
潰
さ
る
。
但
し
か
ゝ
る
志
願
者
は

平
素
苦
役
に
飽
果
て
た
奴
隷
だ
か
ら
、
望
み
の
な
い
世
に
永
ら
へ
る
よ
り
死
ぬ
が
ま
し
て
ふ
料
簡
で
す
る

の
か
も
し
れ
ぬ
と
（
一
八
一
一
年
板
、
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
水
陸
旅
行
全
集
七
卷
六
二
三
頁
）
。 

  

ベ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ー
ル
ド
の
「
奇
態
な
遺
風
」
に
、
蒙
昧
の
人
間
が
數
本
の
杭
に
皮
を
張
つ
た
小
屋
を

そ
こ
こ
ゝ
持
ち
步
い
て
暫
し
假
住
居
し
た
時
代
は
建
築
に
深
く
注
意
を
せ
な
ん
だ
が
世
が
進
ん
で
礎
を
す

え
土
臺
を
築
く
と
な
れ
ば
、
建
築
の
方
則
を
知
る
こ
と
淺
き
よ
り
屢
々
壁
崩
れ
柱
傾
く
を
み
て
地
神
の
不

機
嫌
故
と
心
得
、
恐
懼
の
餘
り
地
の
幾
分
を
占
め
用
ふ
る
償
ひ
に
人
を
牲
に
供
へ
た
と
。
フ
レ
ザ
ー
の

https://glyphwiki.org/wiki/u4599


「
舊
約
全
書
の
俚
俗
」
に
は
、
英
國
の
脫
艦
水
夫
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
が
、
今
か
ら
八
九
十
年
前
フ
ィ
ジ
ー
島
で

王
宮
改
築
の
際
の
目
擊
談
を
引
き
居
る
。
其
は
柱
の
底
の
穴
に
其
柱
を
抱
か
せ
て
人
を
埋
め
頭
は
ま
だ
地

上
に
出
て
有
つ
た
の
で
問
合
す
と
、
家
の
下
に
人
が
坐
し
て
柱
を
さ
ゝ
げ
ね
ば
家
が
永
く
立
ち
居
ら
ぬ
と

答
へ
、
死
ん
だ
人
が
柱
を
さ
ゝ
げ
る
物
か
と
尋
ね
る
と
、
人
が
自
分
の
命
を
牲
に
し
て
迄
柱
を
さ
ゝ
げ
る

其
誠
心
を
感
じ
て
、
其
人
の
死
後
は
神
が
柱
を
さ
ゝ
げ
く
れ
る
と
云
ふ
た
と
。
是
で
は
女
や
小
兒
を
人
柱

に
し
た
譯
が
分
ら
ぬ
か
ら
、
雜
と
ベ
ー
リ
ン
グ
・
グ
ー
ル
ド
說
の
方
が
一
般
に
適
用
し
得
る
と
思
ふ
。
又

フ
レ
ザ
ー
は
敵
城
を
占
領
す
る
時
抔
の
マ
ジ
ナ
ヒ
に
斯
る
事
を
行
ふ
由
を
も
說
い
た
。
今
度
宮
城
二
重
櫓

下
か
ら
出
た
骸
骨
を
檢
す
る
人
々
の
一
讀
す
べ
き
物
だ
。 

 

國
學
に
精
通
し
た
人
よ
り
大
昔
し
月
經
や
精
液
を
日
本
語
で
何
と
呼
ん
だ
か
分
ら
ぬ
と
き
く
［
や
ぶ
ち

ゃ
ん
注
：
行
末
で
句
読
点
な
し
。
］
滿
足
な
男
女
に
必
ず
あ
る
物
だ
が
、
無
暗
に
其
名
を
呼
ば
な
か
つ
た

の
だ
。
支
那
人
は
太
古
よ
り
豚
を
飼
ふ
た
れ
ば
こ
そ
家
と
い
う
字
は
屋
根
の
下
に
豕
と
書
く
。
ア
イ
ユ
ラ

ン
ド
の
邊
地
で
み
る
如
く
、
人
と
豚
と
雜
居
し
た
と
み
え
る
。
其
程
支
那
に
普
通
で
因
緣
深
い
豕
の
事
を

マ
ル
コ
・
ポ
ロ
が
あ
れ
丈
支
那
事
情
を
詳
述
し
た
中
に
一
言
も
記
し
居
ら
ぬ
。
又
是
程
大
な
事
件
は
な
き

に
、
一
錢
二
錢
の
出
し
入
れ
を
洩
さ
ず
帳
付
け
な
が
ら
、
今
夜
妻
が
孕
ん
だ
ら
し
い
と
書
い
て
お
く
人
は

先
づ
な
い
ら
し
い
。
本
邦
の
學
者
宮
城
の
櫓
下
の
白
骨
一
件
な
ど
に
あ
ふ
と
す
ぐ
書
籍
を
調
べ
て
書
籍
に

見
え
ぬ
か
ら
人
柱
抔
全
く
無
か
つ
た
な
ど
い
ふ
が
、
是
は
日
記
に
み
え
ぬ
か
ら
吾
子
が
自
分
の
子
で
な
い

と
い
ふ
に
近
い
。
大
抵
マ
ジ
ナ
ヒ
事
は
秘
密
に
行
ふ
も
の
で
、
人
に
知
れ
る
と
き
か
ぬ
と
い
ふ
が
定
則
だ
。

其
を
鰻
屋
の
出
前
の
如
く
今
何
人
人
柱
に
立
つ
た
抔
書
付
く
べ
き
や
。
こ
ん
な
こ
と
は
篤
學
の
士
が
普
ね

く
遺
物
や
傳
說
を
探
つ
て
書
籍
外
よ
り
材
料
を
集
め
硏
究
す
べ
き
で
あ
る
。 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
の
一
段
落
は
先
と
同
じ
く
、
全
体
が
一
字
下
げ
で
あ
る
。］ 

 

中
堀
僖
庵
の
萩
の
栞
（
天
明
四
年
再
板
）

上
の
十
一
張
裏
に
「
い
け
こ
め
の
御
陵
と
は
大
和
國
藥
師
（
寺
か
）

の
後
に
あ
り
、
何
れ
の
御
時
に
か
采
女
御
門
の
御
別
れ
を
歎
き
生
な
が
ら
籠
り
た
る
也
」
是
は
垂
仁
帝
の

世
に
土
偶
を
以
て
人
に
代
へ
殉
葬
を
止
め
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
、
後
代
ま
で
も
稀
れ
に
自
ら
進
ん
で
生
埋
に

さ
れ
た
者
が
有
つ
た
の
が
史
籍
に
洩
れ
て
傳
說
に
存
し
た
と
見
え
る
。
所
謂
殉
葬
の
内
に
は
御
陵
を
堅
む

る
爲
め
の
人
柱
も
有
つ
た
と
察
す
る
。 

 

又
そ
ん
な
殘
酷
な
こ
と
は
上
古
蒙
昧
の
世
は
知
ら
ず
二
三
百
年
前
に
在
つ
た
と
思
は
れ
ぬ
な
ど
い
ふ
人

も
多
か
ら
ん
が
、
家
康
公
薨
ず
る
二
日
前
に
三
池
典
太
の
刀
も
て
罪
人
を
試
さ
し
め
、
切
味
い
と
よ
し
と

聞
い
て
自
ら
二
三
度
振
廻
し
、
我
此
劍
で
永
く
子
孫
を
護
る
べ
し
と
顏
色
い
と
好
か
つ
た
と
い
ひ
、
コ
ツ

ク
ス
の
日
記
に
は
、
侍
醫
が
公
は
老
年
故
若
者
程
速
く
病
が
癒
ら
ぬ
と
答
へ
た
の
で
、
家
康
大
に
怒
り
其

身
を
寸
斷
せ
し
め
た
と
あ
る
。
試
し
切
り
は
刀
を
人
よ
り
も
尊
ん
だ
甚
だ
不
條
理
且
不
人
道
な
こ
と
が
、

百
年
前
後
迄
も
ま
ゝ
行
は
れ
た
ら
し
い
。
な
ほ
木
馬
水
牢
石
子
詰
め
蛇
責
め
貢
米
賃
（
是
は
領
主
が
年
貢

未
進
の
百
姓
の
妻
女
を
拉
致
し
て
犯
し
た
の
で
、
英
國
に
も
や
ゝ
似
た
こ
と
が
十
七
世
紀
ま
で
も
有
つ
て
、

ペ
ピ
ー
ス
自
ら
行
つ
た
こ
と
が
其
日
記
に
出
づ
）
、
其
他
確
た
る
書
史
に
書
か
ね
ど
ど
う
も
皆
無
で
無
か

つ
た
ら
し
い
殘
酷
な
こ
と
は
多
々
あ
る
。
三
代
將
軍
薨
去
の
節
諸
候
近
臣
數
人
殉
死
し
た
な
ど
虛
說
と
い

ひ
黑
め
能
は
ぬ
。
し
て
見
る
と
人
柱
が
德
川
氏
の
世
に
全
く
行
は
れ
な
ん
だ
は
思
は
れ
ぬ
。 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

四 

 

こ
ん
な
事
が
外
國
へ
聞
え
て
は
大
き
な
國
辱
と
い
ふ
人
も
あ
ら
ん
か
な
れ
ど
、
そ
ん
な
國
辱
は
ど
の
國

に
も
あ
る
。
西
洋
に
も
人
柱
が
多
く
行
は
れ
近
頃
ま
で
其
實
跡
少
な
く
な
か
つ
た
の
は
上
に
引
い
た
ベ
ー

リ
ン
グ
・
グ
ー
ル
ド
其
他
の
民
俗
學
者
が
證
明
す
る
。
二
三
例
を
手
當
り
次
第
列
ね
る
と
、
ロ
ム
ル
ス
が

羅
馬
を
創
め
た
時
フ
ァ
ス
ツ
ル
ス
、
キ
ン
ク
チ
リ
ウ
ス
二
人
を
埋
め
大
石
を
覆
ふ
た
。
カ
ル
タ
ゴ
人
は
フ

ヰ
レ
ニ
兄
弟
を
國
界
に
埋
め
て
護
國
神
と
し
た
。
コ
ル
バ
ム
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。
「
コ
ル
ム
バ
」

が
正
し
い
。
］
尊
者
が
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
ヨ
ナ
に
寺
を
立
て
た
時
、
晝
間
仕
上
げ
た
工
事
を
每
夜
土
地

の
神
が
壞
す
を
防
ぐ
と
て
弟
子
一
人
（
オ
ラ
ン
尊
者
）
を
生
埋
に
し
た
。
去
ら
ば
歐
州
が
基
督
敎
に
化
し

た
後
も
人
柱
は
依
然
行
は
れ
た
の
で
、
此
敎
は
一
神
を
奉
ず
る
か
ら
地
神
抔
は
薩
張
り
も
て
な
く
な
り
、

人
を
牲
に
供
え
て
地
神
を
慰
め
る
て
ふ
考
へ
は
追
々
人
柱
で
土
地
の
占
領
を
確
定
し
建
築
を
堅
固
に
し
て

崩
れ
動
か
ざ
ら
し
む
る
て
ふ
信
念
に
變
つ
た
と
、
ベ
氏
は
說
い
た
。
是
に
於
て
西
洋
に
は
基
督
敎
が
行
渡

つ
て
か
ら
人
柱
は
す
ぐ
跡
を
絕
た
な
ん
だ
が
之
を
行
ふ
信
念
は
變
つ
た
と
判
る
。
思
ふ
に
東
洋
で
も
同
樣

の
信
念
變
遷
が
多
少
有
つ
た
だ
ら
う
。 

 

な
ほ
基
督
敎
一
統
後
も
歐
州
に
人
柱
が
行
は
れ
た
二
三
の
例
を
擧
げ
れ
ば
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
グ
舊
城
の
壁

額
（
レ
リ
ー
ヴ
イ
ン
グ
・
ア
ー
チ
）
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ル
ビ
で
は
な
く
、
本
文
。］
に
は
、
重
賞
を
受
け

た
左
官
が
自
分
の
子
を
築
き
込
ん
だ
。
其
子
を
壁
の
内
に
置
き
菓
子
を
與
へ
父
が
梯
子
に
上
り
職
工
を
指

揮
し
、
最
後
の
一
煉
瓦
で
穴
を
塞
ぐ
と
子
が
泣
い
た
。
父
忽
ち
自
責
の
餘
り
梯
子
か
ら
落
ち
て
頭
を
潰
し

た
。
リ
エ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
城
も
同
樣
で
母
が
人
柱
と
し
て
子
を
賣
つ
た
。
壁
が
段
々
高
く
築
き
上
ら
る
ゝ

と
子
が
「
か
ゝ
さ
ん
ま
だ
見
え
る
」
次
に
「
か
ゝ
さ
ん
見
え
に
く
ゝ
成
つ
た
」
最
後
に
「
か
ゝ
さ
ん
も
う

み
え
ぬ
」
と
叫
ん
だ
さ
う
だ
。
ア
イ
フ
エ
ル
の
一
城
に
は
、
若
い
娘
を
壁
に
築
き
込
み
穴
一
つ
あ
け
殘
し

て
死
ぬ
ま
で
食
事
を
與
へ
た
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
プ
レ
ク
ス
寺
（
無
論
基
督
敎
の
）
を
立
て
る
に
土
臺

固
ま
ら
ず
、
由
て
村
吏
川
向
ふ
の
貧
婦
の
子
を
買
つ
て
生
埋
に
し
た
。
一
六
一
五
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
年
」
の
脱
字
。
］
（
大
坂
落
城
の
元
和
元
年
）
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
の
ギ
ユ
ン
テ
ル
伯
は
堤
防
を
築
く
に

小
兒
を
人
柱
に
す
る
處
へ
行
合
せ
其
子
を
救
ひ
、
之
を
賣
つ
た
母
は
禁
獄
、
買
つ
た
土
方
親
方
は
大
お
目

玉
頂
戴
。
然
る
に
口
碑
に
は
此
伯
自
身
の
城
の
土
臺
へ
一
小
兒
を
生
埋
に
し
た
と
い
ふ
。
以
上
は
英
人
が

獨
逸
の
人
柱
の
例
斗
り
書
き
集
め
た
多
く
の
内
の
四
五
例
だ
が
、
獨
人
の
書
い
た
の
を
調
べ
た
ら
英
佛
等

の
例
も
多
か
ろ
う
が
餘
り
面
白
か
ら
ぬ
事
ゆ
え
是
だ
け
に
す
る
。
兎
に
角
歐
州
の
方
の
人
柱
の
や
り
方
が

日
本
よ
り
も
殘
酷
極
ま
る
。
其
歐
人
又
其
子
孫
た
る
米
人
が
今
度
の
唯
一
の
例
を
引
い
て
彼
是
れ
い
は
ゞ
、

百
步
を
以
て
五
十
步
を
責
る
者
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
五
」
の
誤
り
。
以
下
、
ず
れ
た
ま
ま
で
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。］ 

 

英
國
で
最
も
古
い
人
柱
の
話
は
有
名
な
術
士
メ
ル
リ
ン
の
傳
に
あ
る
。
此
者
は
賀
茂
の
別
雷
神
同
然
、

父
な
し
子
だ
つ
た
。
初
め
基
督
生
ま
れ
て
正
法
大
に
興
ら
ん
と
し
た
際
邪
兇
輩
失
業
難
を
憂
ひ
相
謀
つ
て

一
の
法
敵
を
誕
生
せ
し
め
大
に
邪
道
を
張
る
に
決
し
、
英
國
の
一
富
家
に
禍
を
降
し
、
先
づ
母
を
し
て
其



獨
り
息
子
を
鬼
と
罵
ら
し
め
て
眠
中
其
子
を
殺
す
と
、
母
は
悔
ひ
て
縊
死
し
、
父
も
悲
ん
で
悶
死
し
た
。

跡
に
娘
三
人
殘
つ
た
。
其
頃
英
國
の
法
と
し
て
私
通
し
た
女
を
生
埋
し
、
若
く
は
誰
彼
の
別
な
く
望
み
さ

へ
り
や
男
の
意
に
隨
は
し
め
た
。
邪
鬼
の
誘
惑
で
、
姉
娘
先
づ
淫
戒
を
犯
し
生
埋
さ
れ
、
次
の
娘
も
同
樣

の
罪
で
多
人
の
慰
み
物
と
成
つ
た
。
季
娘
大
に
怖
れ
て
聖
僧
プ
レ
イ
ス
に
救
ひ
を
求
め
、
每
夜
祈
禱
し
十

字
を
畫
い
て
寢
よ
と
敎
へ
ら
れ
た
。
暫
く
其
通
り
し
て
無
事
だ
つ
た
處
、
一
日
隣
人
に
勸
め
ら
れ
て
飮
酒

し
、
醉
つ
て
其
姉
と
鬪
ひ
自
宅
へ
逃
げ
込
ん
だ
が
、
心
騷
ぐ
ま
ゝ
祈
禱
せ
ず
十
字
も
畫
か
ず
睡
つ
た
處
を
、

好
機
會
逸
す
可
ら
ず
と
邪
魔
に
犯
さ
れ
孕
ん
だ
。
斯
く
て
生
ま
れ
た
男
兒
が
メ
ル
リ
ン
で
容
貌
優
秀
乍
ら

全
身
黑
毛
で
被
は
れ
て
居
た
。
こ
ん
な
怪
し
い
父
な
し
子
を
生
ん
だ
は
怪
か
ら
ぬ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
南
方
熊
楠
選
集 

第
四
巻
」
底
本
の
「
人
柱
の
話
」
で
も
同
様
。
「
普
通
で
な
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
！
」
と
い
う
強
調
形
慣
用
語
で
あ
る
が
、
文
法
的
に
は
誤
り
で
あ
る
。
恐
ら
く
は

打
消
の
助
動
詞
「
ぬ
」
は
怒
髪
し
た
誰
か
が
誤
っ
て
添
え
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
お
り
、
余
程
、

頭
に
来
た
誰
彼
が
怒
り
に
任
せ
て
対
象
を
全
否
定
す
る
た
め
に
「
ぬ
」
を
誤
用
付
加
し
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
代
の
表
記
「
怪
し
か
ら
ん
（
！
）
」
だ
と
、
そ
の
違
和

感
は
完
全
に
減
衰
し
て
お
り
、
文
法
的
誤
謬
性
は
消
え
て
し
ま
っ
て
い
て
、
我
々
も
普
通
に
そ
う
言
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
］
と
其
母
を
法
廷
へ
引
出
し
生
埋
の
宣
告
を
す
る
と
メ
ル
リ
ン
忽
ち
其
母
を
辯
護
し
、

吾
れ
實
は
强
勢
の
魔
の
子
だ
が
聖
僧
ブ
レ
イ
ス
之
を
豫
知
し
て
生
れ
落
ち
た
卽
時
に
洗
禮
を
行
は
れ
た
か

ら
邪
道
を
脫
れ
た
。
予
が
人
の
種
で
な
い
證
據
に
過
去
現
在
未
來
の
こ
と
を
知
悉
し
居
り
、
此
裁
判
官
抔

の
如
く
自
分
の
父
の
名
さ
へ
知
ら
ぬ
者
の
及
ぶ
所
で
な
い
と
廣
言
し
た
の
で
、
判
官
大
に
立
腹
し
た
。
メ

ル
リ
ン
去
ら
ば
貴
公
の
母
を
喚
べ
と
云
ふ
の
で
母
を
請
じ
メ
を
別
室
に
延
い
て
わ
れ
は
誰
の
實
子
ぞ
と
問

ふ
と
、
此
町
の
受
持
僧
の
子
だ
。
貴
公
の
母
の
夫
だ
つ
た
男
爵
が
旅
行
中
の
一
夜
母
が
受
持
僧
を
引
入
て

會
ひ
居
る
處
へ
夫
が
不
意
に
還
つ
て
戶
を
敲
い
た
の
で
窓
を
開
い
て
逃
げ
さ
せ
た
。
其
夜
孕
ん
だ
の
が
判

官
だ
、
是
が
虛
言
か
と
詰
る
と
、
判
官
の
母
暫
く
閉
口
の
後
ち
實
に
其
通
り
と
告
白
し
た
。
そ
こ
で
判
官

嚴
し
く
其
母
を
譴
責
し
て
退
廷
せ
し
め
た
跡
で
、
メ
ル
リ
ン
曰
く
、
今
公
の
母
は
件
の
僧
方
へ
往
つ
た
。

僧
は
此
事
の
露
顯
を
慙
ぢ
て
直
ち
に
橋
か
ら
川
へ
飛
入
つ
て
死
ぬ
と
。
頓
て
其
通
り
の
成
行
き
に
吃
驚
し

て
、
判
官
大
に
メ
を
尊
敬
し
卽
座
に
其
母
を
放
還
し
た
。
其
か
ら
五
年
後
ブ
リ
ト
ン
王
ヴ
ヲ
ル
チ
ガ
ー
ン

は
自
分
は
前
王
を
弑
し
て
位
を
簒
ふ
た
者
故
い
つ
ど
ん
な
騷
動
が
起
る
か
知
れ
ぬ
と
あ
つ
て
、
其
防
ぎ
に

サ
リ
ス
ベ
リ
ー
野
に
立
つ
高
い
丘
に
堅
固
な
城
を
構
へ
ん
と
、
工
匠
一
萬
五
千
人
を
し
て
取
掛
ら
し
め
た
。

所
が
、
幾
度
築
い
て
も
其
夜
の
間
に
壁
が
全
く
崩
れ
る
。
因
つ
て
星
占
者
を
召
し
て
尋
ね
る
と
、
七
年
前

に
人
の
種
で
な
い
男
兒
が
生
ま
れ
居
る
。
彼
を
殺
し
て
其
血
を
土
臺
に
濺
い
だ
ら
必
ず
成
功
す
る
と
言
つ

た
。
隨
つ
て
英
國
中
に
使
者
を
出
し
て
そ
ん
な
男
兒
を
求
め
し
め
る
と
、
其
三
人
が
メ
ル
リ
ン
が
母
と
共

に
住
む
町
で
出
會
ふ
た
。
其
時
メ
ル
リ
ン
が
他
の
小
兒
と
遊
び
爭
ふ
と
一
人
の
兒
が
、
汝
は
誰
の
子
と
知

れ
ず
、
實
は
吾
れ
吾
れ
を
害
せ
ん
と
て
魔
が
生
ん
だ
奴
だ
と
罵
る
。
扨
は
是
が
お
尋
ね
者
と
三
人
刀
を
拔

い
て
立
向
ふ
と
、
メ
ル
リ
ン
叮
嚀
に
挨
拶
し
、
公
等
の
用
向
き
は
斯
樣
々
々
で
せ
う
、
全
く
僕
の
血
を
濺

い
だ
つ
て
城
は
固
ま
ら
な
い
と
云
ふ
。
三
使
大
に
驚
き
其
母
に
逢
ふ
て
其
神
智
の
事
共
を
聞
い
て
彌
よ
呆

れ
請
ふ
て
メ
と
同
伴
し
て
王
宮
へ
歸
る
。
途
上
で
更
に
驚
き
入
つ
た
は
先
づ
市
場
で
一
靑
年
が
履
を
買
ふ

と
て
懸
命
に
値
を
論
ず
る
を
見
て
メ
が
大
い
に
笑
ふ
た
。
其
譯
を
問
ふ
に
彼
は
其
履
を
手
に
入
れ
て
自
宅

http://yab.o.oo7.jp/hito.html


に
入
る
前
に
死
ぬ
筈
と
云
ふ
た
が
果
し
て
其
如
く
だ
つ
た
。
翌
日
葬
送
の
行
列
を
見
て
又
大
に
笑
ふ
た
か

ら
何
故
と
、
尋
ね
る
と
比
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
此
」
の
誤
記
か
誤
植
。
］
死
人
は
十
歲
計
り
の
男
兒
で
行

列
の
先
頭
に
僧
が
唄
ひ
後
に
老
年
の
喪
主
が
悲
し
み
往
く
が
、
此
二
人
の
役
割
が
顚
倒
し
居
る
。
其
兒
實

は
其
僧
が
喪
主
の
妻
に
通
じ
て
產
ま
せ
た
者
故
可
笑
し
い
と
述
べ
た
。
由
て
死
兒
の
母
を
嚴
し
く
詰
る
と

果
し
て
其
通
り
だ
つ
た
。
三
日
目
の
午
時
頃
途
上
に
何
事
も
無
き
に
又
大
に
笑
ふ
た
の
で
仔
細
を
質
す
と

只
今
王
宮
に
珍
事
が
起
つ
た
か
ら
笑
ふ
た
、
今
の
内
大
臣
は
美
女
が
男
裝
し
た
者
と
知
ら
ず
、
王
后
頻
り

に
言
寄
れ
ど
從
は
ぬ
か
ら
戀
が
妬
み
に
變
じ
、
彼
れ
は
妾
を
强
辱
し
け
た
と
讒
言
を
信
じ
、
大
臣
を
捉
え

て
早
速
絞
殺
の
上
支
解
せ
よ
と
命
じ
た
所
だ
。
だ
か
ら
公
等
の
う
ち
一
人
忙
ぎ
歸
つ
て
大
臣
の
男
た
る
か

女
た
る
か
を
檢
査
し
其
無
罪
を
證
し
や
ら
れ
よ
、
而
し
て
是
は
僕
の
忠
告
に
據
つ
た
と
申
さ
れ
よ
と
言
ふ

た
。
一
使
早
馬
で
駈
付
け
王
に
勸
め
て
、
王
の
眼
前
で
内
大
臣
が
女
た
る
を
檢
出
し
て
之
を
助
命
し
た
と

あ
る
か
ら
餘
程
露
骨
な
檢
査
を
し
た
ら
し
い
。
扨
是
れ
漸
く
七
歲
の
メ
ル
リ
ン
の
告
げ
た
と
こ
ろ
と
云
ふ

た
の
で
、
王
早
く
其
兒
に
逢
ふ
て
城
を
固
む
る
法
を
問
は
ん
と
自
ら
出
迎
へ
て
メ
を
宮
中
に
招
き
盛
饌
を

供
し
、
翌
日
伴
ふ
て
築
城
の
場
に
至
り
夜
に
な
る
と
必
ず
壁
が
崩
る
ゝ
は
合
點
行
ぬ
と
い
ふ
に
、
其
は
此

地
底
に
赤
白
の
二
龍
が
凄
み
每
夜
鬪
ふ
て
地
を
震
は
す
か
ら
と
答
へ
た
。
王
乃
ち
深
く
其
地
を
掘
ら
し
め

る
と
果
し
て
二
つ
の
龍
が
在
り
大
戰
爭
を
仕
出
し
赤
い
方
が
敗
死
し
白
い
の
は
消
失
せ
た
。
斯
く
て
築
城

は
功
を
奏
し
た
が
王
の
意
安
ん
ぜ
ず
。
二
龍
の
爭
ひ
は
何
の
兆
ぞ
と
問
ふ
こ
と
度
重
な
り
て
メ
ル
リ
ン
是

非
な
く
、
王
が
先
王
の
二
弟
と
戰
ふ
て
敗
死
す
る
知
ら
せ
と
明
し
て
消
え
失
せ
た
。
後
果
し
て
城
を
攻
落

さ
れ
王
も
后
も
焚
死
し
た
と
云
ふ
。（
一
八
一
一
年
版
エ
リ
ス
著
、
初
世
英
國
律
語
體
傳
奇
集
例
、
卷
一
、
二
〇
五―

四
三
頁
） 

英
國
デ
ヷ
オ

ン
州
ホ
ル
ス
ヲ
ー
シ
ー
の
寺
の
壁
を
十
五
世
紀
に
建
て
る
時
人
柱
を
入
れ
た
。
ア
イ
ユ
ラ
ン
ド
に
も
圓
塔

下
よ
り
人
の
骸
骨
を
掘
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。（
大
英
百
科
全
書
、
十
一
板
、
四
卷
七
六
二
頁
） 

  
 

 
 

 
 

 

五
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
既
に
述
べ
た
通
り
、「
六
」
の
誤
り
。］ 

 

一
四
六
三
年
獨
逸
ノ
ガ
ツ
ト
の
堰
を
直
す
に
乞
食
を
大
醉
さ
せ
て
埋
め
、
一
八
四
三
年
、
同
國
ハ
ル
レ

に
新
橋
を
立
て
る
に
人
民
其
下
に
小
兒
を
生
埋
せ
う
と
望
ん
だ
。
丁
抹
首
都
コ
ツ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
城
壁

每
も
崩
れ
る
故
、
椅
子
に
無
事
の
小
兒
を
載
せ
玩
具
食
品
を
や
り
他
意
な
く
食
ひ
遊
ぶ
を
、
左
官
棟
梁
十

二
人
し
て
圓
天
井
を
か
ぶ
せ
喧
ま
し
い
奏
樂
紛
れ
に
壁
に
築
き
込
ん
で
か
ら
堅
固
と
成
つ
た
。
伊
國
の
ア

ル
タ
橋
は
繰
返
し
落
ち
た
か
ら
其
大
工
棟
梁
の
妻
を
築
き
込
ん
だ
。
其
時
妻
が
咀
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：

「
詛
」
の
誤
記
か
誤
植
。
］
ふ
て
今
に
其
橋
花
梗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
く
わ
こ
う
」
は
「
花
柄
」
（
か
へ

い
）
の
こ
と
。
花
軸
か
ら
分
か
れ
出
て
、
そ
の
先
端
に
花
を
つ
け
る
小
さ
な
枝
を
言
う
。
］
の
如
く
動
搖

す
る
。
露
國
の
ス
ラ
ヴ
エ
ン
ス
ク
黑
死
病
で
大
に
荒
さ
れ
、
再
建
の
節
賢
人
の
訓
へ
に
隨
ひ
、
一
朝
日
出

前
に
人
を
八
方
に
使
し
て
一
番
に
出
逢
ふ
者
を
捕
へ
る
と
小
兒
だ
つ
た
。
乃
ち
新
砦
の
礎
の
下
に
生
埋
し

て
之
を
ヂ
エ
チ
ネ
ツ
（
小
兒
城
）
と
改
稱
し
た
。
露
國
の
小
農
共
は
每
家
ヌ
シ
あ
り
、
初
め
て
其
家
を
立

て
た
祖
先
が
な
る
處
と
信
じ
、
由
つ
て
新
た
に
立
つ
家
の
主
人
或
は
最
初
に
新
立
の
家
に
步
み
を
入
れ
た

者
が
す
ぐ
死
す
と
信
ず
。
蓋
し
古
代
よ
り
の
風
と
し
て
初
立
の
家
に
は
其
家
族
中
の
最
も
老
い
た
者
が
一

番
に
入
る
の
だ
。
或
る
所
で
は
家
を
立
て
始
め
る
時
斧
を
使
ひ
初
め
る
大
工
が
或
る
鳥
又
は
獸
の
名
を
呼



ぶ
。
す
る
と
其
畜
生
は
速
に
死
ぬ
と
い
ふ
。
そ
の
時
大
工
に
自
分
の
名
を
呼
ば
れ
た
ら
す
ぐ
死
な
ね
ば
な

ら
ぬ
か
ら
、
小
農
共
は
大
工
を
非
常
に
慇
懃
に
扱
つ
て
己
の
名
を
呼
ば
れ
ぬ
や
う
力
め
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア

で
は
家
を
建
て
に
掛
る
に
通
り
掛
つ
た
人
の
影
を
糸
で
測
り
礎
の
下
に
其
糸
を
埋
め
る
。
其
人
は
直
ち
に

死
ぬ
さ
う
だ
。
但
し
人
が
通
ら
ね
ば
一
番
に
來
合
せ
た
動
物
を
測
る
。
又
人
の
代
り
に
鷄
や
羊
な
ど
を
殺

し
其
血
を
土
臺
に
濺
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
セ
ル
ヴ
ヰ
ア
で
は
、
都
市
を
建
て
る
に
人
又
は
人
の
影
を
壁
に
築

き
込
む
に
非
ざ
れ
ば
成
功
せ
ず
。
影
を
築
き
込
ま
れ
た
人
は
必
ず
速
か
に
死
す
と
信
じ
た
。
昔
し
其
國
王

と
二
弟
が
ス
ク
タ
リ
砦
を
立
て
た
時
晝
間
仕
上
げ
た
工
事
を
夜
分
鬼
が
壞
し
て
已
ま
ず
。
因
つ
て
相
談
し

て
三
人
の
妃
の
内
一
番
に
食
事
を
工
人
に
運
び
來
る
者
を
築
き
込
ま
う
と
定
め
た
。
王
と
次
弟
は
私
か
に

之
を
洩
ら
し
た
の
で
其
妃
共
病
と
稱
し
て
來
た
ら
ず
。
末
弟
の
妃
は
一
向
知
ず
に
來
た
の
を
王
と
次
弟
が

捕
へ
て
人
柱
に
立
て
た
。
此
妃
乞
ふ
て
壁
に
穴
を
殘
し
、
每
日
其
兒
を
伴
れ
來
ら
せ
て
其
穴
か
ら
乳
を
呑

せ
る
こ
と
十
二
ケ
月
に
し
て
死
ん
だ
。
今
に
其
壁
よ
り
石
灰
を
含
ん
だ
乳
樣
の
水
が
滴
る
を
婦
女
詣
で
拜

む
（
タ
イ
ラ
ー
の
原
始
人
文
篇
、
二
板
一
卷
、
一
〇
四―

五
頁
。
一
八
七
二
年
板
、
ラ
ル
ス
ト
ン
の
露
國

民
謠
、
一
二
六―

八
頁
）。 

 

其
か
ら
タ
イ
ラ
ー
は
人
柱
の
代
り
に
獨
逸
で
空
棺
を
、
丁
抹
で
羊
や
馬
を
生
埋
に
し
、
希
臘
で
は
礎
を

据
え
た
後
ち
一
番
に
通
り
掛
つ
た
人
は
年
内
に
死
ぬ
、
其
禍
を
他
に
移
さ
ん
と
て
左
官
が
羊
鷄
を
礎
の
上

で
殺
す
、
ド
イ
ツ
の
古
話
に
橋
を
崩
さ
ず
に
立
て
さ
せ
く
れ
た
ら
渡
り
初
る
者
を
や
ら
う
と
鬼
を
欺
む
き
、

橋
成
つ
て
一
番
に
鷄
を
渡
ら
せ
た
こ
と
を
述
べ
、
同
國
に
家
が
新
た
に
立
つ
た
ら
先
づ
猫
か
犬
を
入
ら
し

む
る
が
よ
い
と
い
ふ
等
の
例
を
列
ね
あ
る
。
日
本
に
も
甲
子
夜
話
五
九
に
、
「
彥
根
侯
の
江
戶
邸
は
本
と

加
藤
淸
正
の
邸
で
其
千
疊
敷
の
天
井
に
乘
物
を
釣
下
げ
あ
り
、
人
の
開
き
見
る
を
禁
ず
、
或
は
云
く
淸
正
、

妻
の
屍
を
容
れ
て
あ
り
。
或
は
云
ふ
、
此
中
に
妖
怪
居
て
時
と
し
て
内
よ
り
戶
を
開
く
を
み
る
に
老
婆
の

形
な
る
者
み
ゆ
と
、
數
人
の
所
話
如
是
」
と
。
是
は
獨
逸
で
人
柱
の
代
り
に
空
棺
を
埋
め
た
如
く
、
人
屍

の
代
り
に
葬
式
の
乘
物
を
釣
下
げ
て
千
疊
敷
の
ヌ
シ
と
し
た
の
で
有
る
ま
い
か
。
同
書
卅
卷
に
「
世
に
云

ふ
姬
路
の
城
中
に
オ
サ
カ
ベ
と
云
ふ
妖
魁
あ
り
、
城
中
に
年
久
し
く
住
り
と
、
或
は
云
ふ
、
天
守
櫓
の
上

層
居
て
常
に
人
の
入
る
を
嫌
ふ
、
年
に
一
度
其
城
主
の
み
之
に
對
面
す
。
其
餘
は
人
懼
れ
て
登
ら
ず
、
城

主
對
面
す
る
時
、
姥
其
形
を
現
は
す
に
老
婆
也
と
云
ひ
傳
ふ
。
（
中
略
）
姬
路
に
一
宿
せ
し
時
宿
主
に
問

ふ
に
成
程
城
中
に
左
樣
の
事
も
侍
り
、
此
所
に
て
ハ
ツ
テ
ン
ド
ウ
と
申
す
。
オ
サ
カ
ベ
と
は
言
ず
、
天
守

櫓
の
脇
に
此
祠
あ
り
て
其
の
神
に
事
う
る
社
僧
あ
り
、
城
主
も
尊
仰
せ
ら
る
と
。
」
老
媼
茶
話
に
加
藤
明

成
猪
苗
代
城
代
と
し
て
堀
部
主
膳
を
置
く
、
寬
永
十
七
年
極
月
主
膳
獨
り
座
敷
に
在
る
に
禿
一
人
現
じ
、

汝
久
し
く
在
城
す
れ
ど
今
に
此
城
主
に
謁
せ
ず
、
急
ぎ
身
を
淨
め
上
下
を
著
し
敬
ん
で
御
目
見
え
す
べ
し

と
い
ふ
。
主
膳
此
城
主
は
主
人
明
成
で
城
代
は
予
な
り
、
外
に
城
主
あ
る
筈
無
し
と
叱
る
。
禿
笑
ふ
て
、

姬
路
の
オ
サ
カ
ベ
姬
と
猪
苗
代
の
龜
姬
を
知
ら
ず
や
汝
命
數
既
に
盡
た
り
と
云
ひ
消
失
す
。
翌
年
元
朝
主

膳
諸
士
の
拜
禮
を
受
け
ん
と
て
上
下
を
著
し
廣
間
へ
出
る
と
、
上
段
に
新
し
い
棺
桶
が
あ
り
其
側
に
葬
具

を
揃
え
あ
り
、
其
夕
大
勢
餅
を
つ
く
音
が
す
る
。
正
月
十
八
日
主
膳
厠
中
よ
り
煩
ひ
付
き
廿
日
の
曉
に
死

す
。
其
夏
柴
崎
と
い
ふ
士
七
尺
許
り
の
大
入
道
を
切
る
に
古
い
大
ム
ジ
ナ
だ
つ
た
。
爾
來
怪
事
絕
え
た
と

載
せ
、
又
姬
路
城
主
松
平
義
俊
の
兒
小
姓
森
田
圖
書
十
四
歲
で
傍
輩
と
賭
し
て
ボ
ン
ボ
リ
を
燈
し
、
天
守

の
七
階
目
へ
上
り
三
十
四
五
の
い
か
に
も
氣
高
き
女
十
二
一
重
を
き
て
讀
書
す
る
を
見
、
仔
細
を
話
す
と
、



爰
迄
確
か
に
登
つ
た
印
に
と
て
兜
の
シ
コ
ロ
を
く
れ
た
。
持
つ
て
下
る
に
三
階
目
で
大
入
道
に
火
を
吹
消

さ
れ
又
取
つ
て
歸
し
、
彼
女
に
火
を
つ
け
貰
ひ
歸
つ
た
話
を
出
す
。
此
氣
高
き
女
乃
ち
オ
サ
カ
ベ
姬
で
有

ら
う
。
嬉
遊
笑
覽
な
ど
を
み
る
と
、
オ
サ
カ
ベ
は
狐
で
時
々
惡
戲
を
し
て
人
を
騷
が
せ
た
ら
し
い
。
扨
ラ

ル
ス
ト
ン
說
に
露
國
の
家
の
ヌ
シ
（
ド
モ
ヴ
ヲ
イ
）
は
屢
々
家
主
の
形
を
現
じ
其
家
を
經
濟
的
に
よ
く
取

締
り
、
吉
凶
あ
る
每
に
之
を
知
ら
す
が
又
屢
ば
惡
戲
を
な
す
と
。
而
し
て
家
や
城
を
建
て
る
時
牲
に
さ
れ

た
人
畜
が
ヌ
シ
に
な
る
の
だ
。
類
推
す
る
に
龜
姬
オ
サ
カ
ベ
等
も
人
柱
に
立
て
ら
れ
た
女
の
靈
が
城
の
ヌ

シ
に
成
つ
た
の
で
後
ち
に
狐
狢
と
混
同
さ
れ
た
の
だ
ら
う
。
又
予
の
幼
時
和
歌
山
に
橋
本
て
ふ
士
族
あ
り
、

其
家
の
屋
根
に
白
く
さ
れ
た
馬
の
髑
髏
が
有
つ
た
。
昔
し
祖
先
が
敵
に
殺
さ
れ
た
と
聞
き
其
妻
長
刀
を
持

つ
て
驅
付
た
が
敵
見
え
ず
、
せ
め
て
も
の
腹
癒
せ
に
敵
の
馬
を
刎
ね
其
首
を
持
ち
歸
つ
て
置
い
た
と
聞
い

た
。
然
し
、
柳
田
君
の
山
島
民
譚
集
一
に
馬
の
髑
髏
を
柱
に
懸
け
て
鎭
宅
除
災
の
爲
め
に
し
又
家
の
入
口

に
立
て
ゝ
魔
除
と
す
る
等
の
例
を
擧
げ
た
の
を
見
る
と
、
橋
本
氏
の
も
丁
抹
で
馬
を
生
埋
す
る
如
く
家
の

ヌ
シ
と
し
て
其
靈
が
家
を
衞
り
く
れ
る
と
の
信
念
よ
り
し
た
と
考
へ
ら
る
。
柳
田
君
が
遠
州
相
良
邊
の
崖

の
橫
穴
に
石
塔
と
共
に
安
置
し
た
馬
の
髑
髏
な
ど
は
、
馬
の
生
埋
め
の
遺
風
で
、
其
崖
を
崩
れ
ざ
ら
し
む

る
爲
に
置
い
た
物
と
惟
ふ
。 

 

予
は
餘
り
知
ら
ぬ
事
だ
が
、
本
邦
で
も
上
述
の
英
國
の
パ
ウ
リ
ー
や
露
國
の
ド
モ
ヴ
ヲ
イ
に
似
た
奧
州

の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
、
三
河
、
遠
江
の
ザ
シ
キ
小
僧
、
四
國
の
赤
シ
ヤ
グ
マ
等
の
怪
が
あ
る
。
家
の
仕
事
を

助
け
、
人
を
威
し
、
吉
凶
を
豫
示
し
、
時
々
惡
戲
を
な
す
な
ど
歐
州
の
所
傳
に
異
な
ら
ぬ
。
是
等
悉
く
人

柱
に
立
て
た
者
の
靈
に
も
非
ざ
る
べ
き
が
、
中
に
は
昔
し
新
築
の
家
を
堅
め
ん
と
牲
殺
さ
れ
た
者
の
靈
も

多
少
あ
る
こ
と
と
思
ふ
。
飛
驒
紀
伊
其
他
に
老
人
を
棄
殺
し
た
故
蹟
が
有
つ
た
り
、
京
都
近
く
に
近
年
迄

夥
し
く
赤
子
を
壓
殺
し
た
墓
地
が
有
つ
た
り
、
日
本
紀
に
歷
然
と
大
化
新
政
の
詔
を
載
せ
た
内
に
、
其
頃

迄
も
人
が
死
ん
だ
時
自
ら
縊
死
し
て
殉
し
又
他
人
を
絞
殺
し
又
强
ひ
て
死
人
の
馬
を
殉
殺
し
と
あ
れ
ば
垂

仁
帝
が
殉
死
を
禁
じ
た
令
も
洵
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
恐
ら
く
「
洽
」
「
浹
」
の
誤
記
か
誤
植
で
、「
あ
ま

ね
く
」
で
あ
る
。
］
行
は
れ
な
ん
だ
の
だ
。
扨
信
濃
國
で
は
妻
が
死
ん
だ
夫
に
殉
ず
る
風
が
行
は
れ
た
と

い
ふ
。
久
米
邦
武
博
士
（
日
本
古
代
史
、
八
五
五
頁
）

も
云
は
れ
た
通
り
、
其
頃
地
方
の
殊
俗
は
國
史
に
記
す
こ
と
稀

な
れ
ば
尋
ぬ
る
に
由
な
き
も
、
奴
婢
賤
民
の
多
い
地
方
に
は
人
權
乏
し
い
男
女
小
兒
を
家
の
土
臺
に
埋
め

た
こ
と
は
必
ず
有
る
べ
く
、
其
靈
を
其
家
の
ヌ
シ
と
し
た
が
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
等
と
し
て
殘
つ
た
と
惟
は
る
。

ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
等
の
こ
と
は
大
正
十
三
年
六
月
の
人
類
學
雜
誌
佐
々
木
喜
善
氏
の
話
、
又
柳
田
氏
の
遠
野

物
語
等
に
み
ゆ
。 

  

數
年
前
の
大
阪
每
日
紙
で
、
曾
て
御
前
で
國
書
を
進
講
し
た
京
都
の
猪
熊
先
生
の
宅
に
は
由
來
の
知
れ

ぬ
婦
人
が
時
々
現
は
れ
、
新
來
の
下
女
な
ど
は
之
を
家
内
の
一
人
と
心
得
る
こ
と
あ
り
と
讀
ん
だ
。
沈
香

も
屁
も
た
き
も
ひ
り
も
し
な
い
で
た
ゞ
現
は
れ
る
だ
け
ら
し
い
が
、
是
も
其
家
の
ヌ
シ
の
傳
を
失
し
た
者

だ
ら
う
。
其
か
ら
甲
子
夜
話
二
二
に
大
阪
城
内
に
明
ず
の
間
あ
り
、
落
城
の
時
婦
女
自
害
せ
し
よ
り
一
度

も
開
か
ず
之
に
入
り
若
く
は
其
前
の
廊
下
に
臥
す
者
怪
異
に
逢
ふ
と
。
叡
山
行
林
院
に
兒
が
や
と
て
開
か

ざ
る
室
あ
り
之
を
開
く
者
死
す
と
（
柳
原
紀
光
の
閑
窓
自
語
）
。
昔
し
稚
兒
が
寃
死
し
た
室
ら
し
い
。
歐
州
や
西
亞

に
も
、
佛
語
で
所
謂
ウ
ー
ブ
リ
エ
ツ
ト
が
中
世
の
城
や
大
家
に
多
く
、
地
底
の
密
室
に
人
を
押
籠
め
又
陷



れ
て
自
ら
死
せ
し
め
た
。
現
に
其
家
に
棲
ん
で
全
く
氣
付
か
ぬ
程
巧
み
に
設
け
た
の
も
あ
る
と
云
ふ
（
バ
ー
ト

ン
の
千
一
夜
譚
二
二
七
夜
譚
注
）
。
人
柱
と
一
寸
似
た
こ
と
故
書
添
へ
置
く
。 

 

又
人
柱
で
な
く
、
刑
罰
と
し
て
罪
人
を
壁
に
築
き
込
む
の
が
あ
る
。
一
六
七
六
年
巴
里
板
、
タ
ヴ
エ
ル

ニ
エ
ー
の
波
斯
紀
行
一
卷
六
一
六
頁
に
盜
人
の
體
を
四
つ
の
小
壁
で
詰
め
頭
だ
け
出
し
て
お
慈
悲
に
煙
草

を
や
り
死
ぬ
迄
す
て
置
く
、
其
切
願
の
ま
ゝ
通
行
人
が
首
を
刎
ね
や
る
を
禁
ず
、
又
罪
人
を
裸
で
立
た
せ

四
つ
の
壁
で
圍
ひ
頭
か
ら
漆
喰
ひ
を
流
し
か
け
堅
ま
る
儘
に
息
も
泣
く
こ
と
も
で
き
ず
に
惱
死
せ
し
む
と
。

佛
國
の
マ
ル
セ
ル
ス
尊
者
は
腰
迄
埋
め
て
三
日
晒
さ
れ
て
殉
殺
し
た
と
聞
く
が
頭
か
ら
塗
り
籠
め
ら
れ
た

と
聞
か
ぬ
と
、
一
六
二
二
年
に
斯
る
刑
死
の
壁
を
見
て
ピ
エ
ト
ロ
・
デ
ラ
ワ
レ
が
書
い
た
。 

 

嬉
遊
笑
覽
卷
一
上
に
、
「
東
雅
に
、
南
都
に
往
て
僧
寺
の
ム
ロ
と
云
ふ
物
を
み
し
か
ど
上
世
に
室
と
云

し
物
の
制
と
も
み
え
ず
、
本
是
れ
僧
寺
の
制
な
る
が
故
な
る
べ
し
と
云
ふ
は
非
也
、
そ
は
宮
室
に
成
て
の

製
也
、
上
世
の
遺
跡
は
今
も
古
き
窖
の
殘
り
た
る
が
九
州
な
ど
に
は
有
る
と
云
へ
り
。
彼
の
土
蜘
蛛
と
云

し
者
な
ど
の
住
み
た
る
處
な
べ
し
と
か
や
、
近
く
は
鎌
倉
に
殊
に
多
く
、
是
亦
上
世
の
遺
風
な
る
べ
し
、

農
民
の
物
を
入
れ
お
く
處
に
掘
た
る
も
多
く
、
又
墓
穴
も
あ
り
、
土
俗
是
れ
を
ヤ
グ
ラ
と
云
ふ
。
日
本
紀

に
兵
庫
を
ヤ
グ
ラ
と
讀
る
は
、
箭
を
納
る
處
な
れ
ば
也
、
是
は
其
義
に
は
非
ず
谷
倉
の
義
な
る
べ
し
。
因

て
塚
穴
を
も
な
べ
て
い
ふ
。
實
朝
公
の
墓
穴
に
は
岩
に
彫
物
あ
る
故
に
繪
か
き
や
ぐ
ら
と
い
ふ
。
又
囚
人

を
籠
る
に
も
用
ひ
し
迚
、
大
塔
の
宮
を
始
め
景
、
唐
糸
等
が
古
跡
あ
り
（
下
略
）
」
紀
州
東
牟
婁
郡
に
矢

倉
明
神
の
社
多
し
。
方
言
に
山
の
嶮
峻
な
る
を
倉
と
い
ふ
。
諸
莊
に
嶮
峻
の
巖
山
に
祭
れ
る
神
を
矢
倉
明

神
と
稱
す
る
こ
と
多
し
。
大
抵
は
皆
な
巖
の
靈
を
祭
れ
る
に
て
別
に
社
が
な
い
。
矢
倉
の
ヤ
は
伊
波
の
約

に
て
巖
倉
の
義
な
ら
む
と
は
紀
伊
續
風
土
記
八
一
の
說
だ
。
唐
糸
草
紙
に
、
唐
糸
の
前
賴
朝
を
刺
ん
と
し

て
捕
は
れ
石
牢
に
入
れ
ら
れ
た
と
あ
れ
ば
、
谷
倉
よ
り
は
岩
倉
の
方
が
正
義
か
も
知
れ
ぬ
。
孰
れ
に
し
て

も
此
ヤ
グ
ラ
は
櫓
と
同
訓
な
が
ら
別
物
だ
。
景
淸
や
唐
糸
が
ヤ
グ
ラ
に
囚
は
れ
た
と
あ
る
よ
り
、
早
計
に

も
二
物
を
混
じ
て
、
二
重
櫓
の
下
に
囚
は
れ
居
た
罪
人
の
骸
骨
が
出
た
な
ど
斷
定
す
る
人
も
あ
ら
う
か
と

豫
め
辯
じ
置
く
。 

     

「
南
方
閑
話
」
版
「
人
柱
の
話
」 

完 


